


意識調査
『教育資金

の一括贈与
に係る

  贈与税の
非課税措置

、NISA』

『黒田官兵
衛』

Special feature

一般消費者を対象とした「生活者

アンケート（2013年9月実施）」

を基に、「身近な出来事」に対する

意識についてレポートします。
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は
じ
め
に

　
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら「
教
育

資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税
の

非
課
税
措
置
」が
開
始
さ
れ
、平
成

26
年
１
月
１
日
か
ら
は「
N
I
S
A

（
少
額
投
資
非
課
税
制
度
）」が
開
始

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、平
成
26
年
の
大
河
ド
ラ
マ

が
、黒
田
官
兵
衛
を
主
人
公
と
し
た

「
軍
師
官
兵
衛
」に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
で
は
、第
３
回
目
と
な
る「
Ｆ
Ｆ
Ｇ

生
活
者
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
、教

育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈
与
税

の
非
課
税
措
置
や
、N
I
S
A
に
対

す
る
意
識
や
そ
の
影
響
、そ
し
て
黒

田
官
兵
衛
に
つ
い
て
、福
岡
県・長
崎

県・熊
本
県
在
住
の
方
を
中
心
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
の
で
、そ

の
結
果
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
調
査
概
要
】

調
査
対
象
：
一
般
消
費
者
の
方
4
6
4
人

　
　
　
　
　（
男
性
2
2
1
人
、

　
　
　
　
　
女
性
2
4
3
人
）

調
査
時
期
：
平
成
25
年
９
月

調
査
方
法
：
福
岡
銀
行
、熊
本
銀
行
、

　
　
　
　
　
親
和
銀
行
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

　
　
　
　
　
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

【
調
査
結
果
の
概
要
】

教
育
資
金
の
一
括
贈
与

に
係
る
贈
与
税
の

非
課
税
措
置
、

N
I
S
A
に
関
す
る

意
識
調
査

１１
．現
在
保
有
し
て
い
る
金
融
商
品
、今

後
購
入
し
た
い
商
品
に
つ
い
て
、と

も
に「
定
期
預
金
」が
最
も
多
く
、次

い
で「
投
資
信
託
」、「
株
式
」と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

２
．金
融
商
品
購
入
の
際
に
重
視
す
る

項
目
に
つ
い
て
、元
本
の
安
全
性
を

重
要
視
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
る

一
方
で
、「
値
上
が
り
益
を
期
待
」す

る
人
も
33
8̇
％
と
い
う
結
果
と

な
っ
た
。

３
．教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
非

課
税
措
置
に
つ
い
て
、特
に
子
育
て

世
代（
30
代
か
ら
50
代
）で
の
関
心

が
高
い
。

４
．教
育
資
金
口
座
の
活
用
に
つ
い
て
、

「
利
用
す
る
」と「
検
討
中
」合
わ
せ

て
も
9
2̇
％
に
と
ど
ま
り
、利
用

す
る
場
合
の
1
人
あ
た
り
の
贈
与

額
は「
1
0
0
万
円
以
上
3
0
0
万

円
未
満
」が
37
2̇
％
と
最
も
多

か
っ
た
。

５
．N
I
S
A
に
つ
い
て
、半
数
以
上
の

人
が
あ
る
程
度
の
内
容
を
知
っ
て
お

り
、特
に
勤
労
世
代（
30
代
か
ら
50

代
）で
の
関
心
が
高
い
。

６
．N
I
S
A
の
活
用
に
つ
い
て
、「
既

に
申
し
込
み
済
み
」「
必
ず
利
用
す

る
」が
24
1̇
％
。「
説
明
を
聞
い
て
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
そ
う
で
あ
れ
ば
利
用

す
る
」も
26
9̇
％
あ
り
、N
I
S
A

利
用
者
の
拡
大
が
見
込
ま
れ
る
。

7
．N
I
S
A
口
座
を
開
設
す
る
金
融

機
関
に
つ
い
て
、「
地
方
銀
行
」が

27
8̇
％
、「
証
券
会
社
」が
27
4̇
％

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

8
．N
I
S
A
口
座
を
開
設
す
る
金
融

機
関
の
決
定
要
因
に
つ
い
て
、「
手
数

料
等
の
コ
ス
ト
が
低
い
」が
46
0̇
％

と
最
も
多
く
、次
い
で
45
6̇
％
の

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
が
で
き
る
」

と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

現
在
保
有
す
る
商
品
、

今
後
購
入
し
た
い
商
品

（
１
）現
在
保
有
し
て
い
る
金
融
商
品

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
定
期
預

問１
（
１
）現
在
ど
の
よ
う
な
金
融
商
品

を
保
有
し
て
い
ま
す
か

（
複
数
回
答
）

（
２
）今
後
ど
の
よ
う
な
金
融
商
品

を
購
入
し
た
い
で
す
か

（
複
数
回
答
）

金
」が
83
·4
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で「
投
資
信
託
」、「
株
式
」

が
そ
れ
ぞ
れ
31
·3
％
、24
·1
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。安
定
的
な
運

用
を
行
う
一
方
で
、リ
ス
ク
を

と
っ
て
収
益
を
期
待
す
る
人
も

相
応
に
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す（
図
１‐１
）。

（
２
）今
後
購
入
し
た
い
金
融
商
品
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
定
期
預
金
」

が
56
·7
％
と
最
も
高
く
、次
い

で「
投
資
信
託
」、「
株
式
」が
そ

れ
ぞ
れ
28
·4
％
、26
·3
％
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、20
代
は
他
の

年
代
と
比
較
し
て
、投
資
信
託

や
株
式
等
の
現
在
の
保
有
割
合

は
低
い
も
の
の
、今
後
の
購
入
対

象
と
し
て
は
、投
資
信
託
や
株

式
等
の
割
合
は
他
の
年
代
と
同

程
度
ま
で
高
ま
っ
て
お
り
、リ
ス

ク
性
商
品
に
対
す
る
相
応
の
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す（
図

１‐２
）。

ニ
ー
サ

なるほど
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金
融
商
品
購
入
の
際
に
重
視
す
る

項
目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
元
本
割
れ

を
し
な
い
」（
54
·7
％
）が
最
も
多

く
、次
い
で「
リ
ス
ク
が
小
さ
い
」（
46

·8
％
）と
な
っ
て
お
り
、金
融
商
品
購

入
の
際
に
は
、元
本
の
安
全
性
を
重

要
視
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。年

代
別
に
見
る
と
、高
い
年
代
の
方
が

安
全
性
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、「
値
上
が
り
益
が
期

待
で
き
る
」も
33
·8
％
あ
り
、預
金

金
利
が
低
水
準
で
推
移
す
る
中
、リ

ス
ク
性
商
品
に
よ
り
収
益
を
期
待
す

る
心
理
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
購
入
時
の
手
数
料
率
が
低

い
」が
全
体
で
26
·1
％
、特
に
50
代

で
は
40
·0
％
あ
り
、手
数
料
率
も
金

融
商
品
購
入
時
の
重
要
な
判
断
基

準
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

金
融
商
品
購
入
の
際
、

何
を
重
視
し
ま
す
か（
複
数
回
答
）

問2
金
融
商
品
購
入
の
際
に

重
視
す
る
項
目

　「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

非
課
税
措
置
」の
利
用
に
必
要
な
、

金
融
機
関
で
の「
教
育
資
金
口
座
」

開
設
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
利

用
す
る
」「
検
討
中
」合
わ
せ
て
も

9
·2
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。「
よ

く
わ
か
ら
な
い
」が
全
体
の
３
分
の
１

を
占
め
て
お
り
、制
度
自
体
が
浸
透

し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
図
４‐１
）

　
ま
た
、「
利
用
す
る
」「
検
討
中
」

と
回
答
し
た
人
に
、制
度
を
利
用
す

る
場
合
受
贈
者
１
人
当
た
り
い
く
ら

の
贈
与
を
検
討
す
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
1
0
0
万
円
以
上
3
0
0
万

円
未
満
」が
37
·2
％
と
最
も
多
く
な

り
ま
し
た
。（
図
４‐２
）。

「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

非
課
税
措
置
」に
対
応
し
た

「
教
育
資
金
口
座
」を

利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か

ま
た
、利
用
す
る
場
合
、

受
贈
者
１
人
あ
た
り
い
く
ら
の

贈
与
を
検
討
し
ま
す
か

問4
教
育
資
金
口
座
の
利
用
意
向
、

受
贈
者
１
人
あ
た
り
の
贈
与
金
額

　「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

贈
与
税
の
非
課
税
措
置
」（
※
１
）に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
詳
し
く

知
っ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」は
、50
代
が
51
·1
％
と
最
も
高

く
、次
い
で
30
代（
49
·5
％
）、40
代

（
36
·6
％
）が
続
い
て
お
り
、特
に
子

育
て
世
代
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す（
図
３
）。

　※
１
　
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈

与
税
の
非
課
税
措
置
：
曾
祖
父
母
、祖

父
母
、父
母
か
ら
、ひ
孫
、孫
、子
等（
受

贈
者
）へ
教
育
資
金
を
贈
与
し
た
場
合
、

受
贈
者
一
人
当
た
り
1
，5
0
0
万
円

を
上
限
と
し
て
贈
与
税
が
非
課
税
と
な

る
制
度（
贈
与
期
間
：
平
成
25
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
）。金

融
機
関
で
専
用
の
教
育
資
金
口
座
を
開

設
し
、口
座
か
ら
の
払
い
出
し
及
び
教

育
資
金
の
支
払
い
を
行
っ
た
際
、金
融
機

関
へ
の
領
収
書
等
の
提
出
が
必
要
。詳

細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

下
さ
い
。

「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

贈
与
税
の
非
課
税
措
置
」を

ご
存
知
で
す
か

問3
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

非
課
税
措
置
の
認
知
度

▼図１-１　現在保有する金融商品
100

80

60

40

20

0

（％）

全体
20代
30代
40代
50代
60代以上

▼図１-２　今後購入したい金融商品（％）

全体
20代
30代
40代
50代
60代以上

70

60

50

40

30

20

10

0

▼図２　金融商品購入の際に重視する項目（％）

全体
20代
30代
40代
50代
60代以上

70

60

50

40

30

20

10

0

▼図３　教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税措置の認知度
内容について詳しく知っている
内容についてある程度知っている

名称は知っているが、内容はあまり知らない
知らない

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼図４-１　教育資金口座の利用意向
▼図４-２
　受贈者１人当たりの贈与額

利用する
検討中

利用しない
贈与対象となる人（ひ孫・孫・子）がいない

よくわからない

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満
100万円以上300万円未満
300万円以上500万円未満
500万円以上700万円未満

700万円以上1,000万円未満
1,000万円以上1,200万円未満
1,200万円以上1,500円以下

定期預金 投資信託 株式 個人
年金保険

国債、
地方公共債

外貨預金 その他の
金融商品

持っていない

定期預金 投資信託 株式 国債、
地方公共債

個人
年金保険

外貨預金 その他の
金融商品

購入する
予定はない

元本割れをしない リスクが小さい 値上がり益が期待できる 購入時の手数料率が
低い

安定的な分配金が
期待できる

少しずつ積み立てで
購入する

基準価額が低いときに
一括で購入する

特にない
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金
融
商
品
購
入
の
際
に
重
視
す
る

項
目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
元
本
割
れ

を
し
な
い
」（
54
·7
％
）が
最
も
多

く
、次
い
で「
リ
ス
ク
が
小
さ
い
」（
46

·8
％
）と
な
っ
て
お
り
、金
融
商
品
購

入
の
際
に
は
、元
本
の
安
全
性
を
重

要
視
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
ま
す
。年

代
別
に
見
る
と
、高
い
年
代
の
方
が

安
全
性
を
重
視
す
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、「
値
上
が
り
益
が
期

待
で
き
る
」も
33
·8
％
あ
り
、預
金

金
利
が
低
水
準
で
推
移
す
る
中
、リ

ス
ク
性
商
品
に
よ
り
収
益
を
期
待
す

る
心
理
の
表
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
購
入
時
の
手
数
料
率
が
低

い
」が
全
体
で
26
·1
％
、特
に
50
代

で
は
40
·0
％
あ
り
、手
数
料
率
も
金

融
商
品
購
入
時
の
重
要
な
判
断
基

準
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
２
）。

金
融
商
品
購
入
の
際
、

何
を
重
視
し
ま
す
か（
複
数
回
答
）

問2
金
融
商
品
購
入
の
際
に

重
視
す
る
項
目

　「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

非
課
税
措
置
」の
利
用
に
必
要
な
、

金
融
機
関
で
の「
教
育
資
金
口
座
」

開
設
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
利

用
す
る
」「
検
討
中
」合
わ
せ
て
も

9
·2
％
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。「
よ

く
わ
か
ら
な
い
」が
全
体
の
３
分
の
１

を
占
め
て
お
り
、制
度
自
体
が
浸
透

し
て
い
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

（
図
４‐１
）

　
ま
た
、「
利
用
す
る
」「
検
討
中
」

と
回
答
し
た
人
に
、制
度
を
利
用
す

る
場
合
受
贈
者
１
人
当
た
り
い
く
ら

の
贈
与
を
検
討
す
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
1
0
0
万
円
以
上
3
0
0
万

円
未
満
」が
37
·2
％
と
最
も
多
く
な

り
ま
し
た
。（
図
４‐２
）。

「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

非
課
税
措
置
」に
対
応
し
た

「
教
育
資
金
口
座
」を

利
用
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
か

ま
た
、利
用
す
る
場
合
、

受
贈
者
１
人
あ
た
り
い
く
ら
の

贈
与
を
検
討
し
ま
す
か

問4
教
育
資
金
口
座
の
利
用
意
向
、

受
贈
者
１
人
あ
た
り
の
贈
与
金
額

　「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

贈
与
税
の
非
課
税
措
置
」（
※
１
）に

つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
詳
し
く

知
っ
て
い
る
」「
あ
る
程
度
知
っ
て
い

る
」は
、50
代
が
51
·1
％
と
最
も
高

く
、次
い
で
30
代（
49
·5
％
）、40
代

（
36
·6
％
）が
続
い
て
お
り
、特
に
子

育
て
世
代
の
関
心
が
高
い
こ
と
が
分

か
り
ま
す（
図
３
）。

　※
１
　
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る
贈

与
税
の
非
課
税
措
置
：
曾
祖
父
母
、祖

父
母
、父
母
か
ら
、ひ
孫
、孫
、子
等（
受

贈
者
）へ
教
育
資
金
を
贈
与
し
た
場
合
、

受
贈
者
一
人
当
た
り
1
，5
0
0
万
円

を
上
限
と
し
て
贈
与
税
が
非
課
税
と
な

る
制
度（
贈
与
期
間
：
平
成
25
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
27
年
12
月
31
日
）。金

融
機
関
で
専
用
の
教
育
資
金
口
座
を
開

設
し
、口
座
か
ら
の
払
い
出
し
及
び
教

育
資
金
の
支
払
い
を
行
っ
た
際
、金
融
機

関
へ
の
領
収
書
等
の
提
出
が
必
要
。詳

細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

下
さ
い
。

「
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

贈
与
税
の
非
課
税
措
置
」を

ご
存
知
で
す
か

問3
教
育
資
金
の
一
括
贈
与
に
係
る

非
課
税
措
置
の
認
知
度

▼図１-１　現在保有する金融商品
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▼図１-２　今後購入したい金融商品（％）

全体
20代
30代
40代
50代
60代以上

70

60

50

40

30

20

10

0

▼図２　金融商品購入の際に重視する項目（％）
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▼図３　教育資金の一括贈与に係る贈与税の非課税措置の認知度
内容について詳しく知っている
内容についてある程度知っている

名称は知っているが、内容はあまり知らない
知らない

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼図４-１　教育資金口座の利用意向
▼図４-２
　受贈者１人当たりの贈与額

利用する
検討中

利用しない
贈与対象となる人（ひ孫・孫・子）がいない

よくわからない

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満
100万円以上300万円未満
300万円以上500万円未満
500万円以上700万円未満

700万円以上1,000万円未満
1,000万円以上1,200万円未満
1,200万円以上1,500円以下

定期預金 投資信託 株式 個人
年金保険

国債、
地方公共債

外貨預金 その他の
金融商品

持っていない

定期預金 投資信託 株式 国債、
地方公共債

個人
年金保険

外貨預金 その他の
金融商品

購入する
予定はない

元本割れをしない リスクが小さい 値上がり益が期待できる 購入時の手数料率が
低い

安定的な分配金が
期待できる

少しずつ積み立てで
購入する

基準価額が低いときに
一括で購入する

特にない
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回
生
活
者
ア
ン
ケ
ー
ト

特 集

　
N
I
S
A（
少
額
投
資
非
課
税
制

度 

※
２
）に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

半
数
以
上
の
人
が「
内
容
に
つ
い
て

詳
し
く
知
っ
て
い
る
」「
内
容
に
つ
い

て
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
」と
回
答
し

て
お
り
、相
応
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。30
代
、40
代
、50

代
の
認
知
度
は
６
割
前
後
と
、特
に

勤
労
世
代
に
お
い
て
資
産
運
用
へ
の

関
心
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す（
図
５
）。

「
N
I
S
A
」を
ご
存
知
で
す
か

問5
N
I
S
A
の
認
知
度

※
２
　
N
I
S
A
：
毎
年
1
0
0
万
円
ま

で
の
非
課
税
枠
が
設
定
さ
れ
、投
資
金

額
1
0
0
万
円
分
ま
で
の
上
場
株
式
や

投
資
信
託
等
の
譲
渡
益
や
配
当
が
非
課

税
に
な
る
制
度（
現
在
は
10
·1
4
7
％

の
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
て
い
る
が
、平

成
26
年
よ
り
20
·3
1
5
％
の
通
常
の
税

率
に
戻
る
予
定
。1
0
0
万
円
を
超
え

る
部
分
は
N
I
S
A
口
座
を
利
用
で
き

な
い
た
め
、20
·3
1
5
％
が
適
用
さ
れ

る
）。N
I
S
A
口
座
は
1
つ
の
金
融
機

関
で
の
み
開
設
可
能
。詳
細
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ
い
。

　
N
I
S
A
を
利
用
す
る
か
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
既
に
申
し
込
み
済
み
」と

「
必
ず
利
用
す
る
」を
合
わ
せ
て
24

·1
％
と
な
り
ま
し
た
。特
に
50
代
に

お
い
て
は
、20
·0
％
の
人
が「
既
に
申

し
込
み
済
み
」と
回
答
し
て
お
り
、期

待
感
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

「
説
明
を
聞
い
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
そ

う
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
」も
26
·9
％

あ
り
、N
I
S
A
利
用
者
の
拡
大
が

見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、「
手
続
き
が

面
倒（
よ
く
わ
か
ら
な
い
）な
の
で
利

用
し
な
い
」（
16
·6
％
）と
回
答
し
た

人
も
、手
続
き
や
制
度
の
内
容
に
つ
い

て
、詳
し
い
説
明
に
よ
り
理
解
す
る
こ

と
で
、N
I
S
A
を
申
し
込
む
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
ま

す（
図
６
）。

「
N
I
S
A
」を
利
用
し
た
い
と

考
え
ま
す
か

問6
N
I
S
A
の
利
用
意
向

　
問
６
で
①
②
③
と
回
答
し
た
人
を

対
象
に
、N
I
S
A
口
座
を
開
設
す

る
金
融
機
関
の
決
定
要
因
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
手
数
料
等
の
コ
ス
ト
が
低

い
」（
46
·0
％
）が
も
っ
と
も
多
く
、コ

ス
ト
意
識
が
高
い
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
取
引
が
で
き

る
」も
45
·6
％
と
多
く
、手
軽
さ
や

利
便
性
も
重
視
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ

ま
す
。次
い
で「
既
に
資
産
運
用
を

行
っ
て
い
る
金
融
機
関
」（
36
·3
％
）

と
な
っ
て
お
り
、６
割
強
の
人
は
現
在

資
産
運
用
を
行
っ
て
い
る
金
融
機

関
で
の
開
設
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
続
い
て

「
申
し
込
む
と
特
典
が
も
ら
え
る
」

（
32
·5
％
）、「
投
資
商
品
の
品
揃
え

が
豊
富
で
あ
る
」（
29
·5
％
）の
順
で

高
く
な
っ
て
い
ま
す（
図
８
）。

N
I
S
A
口
座
を
開
設
す
る

金
融
機
関
を
決
定
す
る
要
因
は

何
で
す
か

（
問
６
で
①
②
③
と
回
答
し
た

方
対
象
）（
複
数
回
答
）

問8
N
I
S
A
口
座
を
開
設
す
る

金
融
機
関
の
決
定
要
因

　
問
６
で
①
②
③
と
回
答
し
た
人

を
対
象
に
、ど
の
金
融
機
関
で

N
I
S
A
口
座
を
開
設
す
る
か
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
地
方
銀
行
」が

27
·8
％
、次
い
で「
証
券
会
社
」が

27
·4
％
と
な
り
ま
し
た
。N
I
S
A

口
座
の
開
設
は
１
つ
の
金
融
機
関
に

限
ら
れ
る
中
で「
未
定
」が
34
·6
％

あ
り
、金
融
機
関
同
士
の
N
I
S
A

口
座
獲
得
競
争
が
予
想
さ
れ
ま
す

（
図
７
）。

N
I
S
A
口
座
を
開
設
す
る

金
融
機
関

N
I
S
A
口
座
は
ど
の

金
融
機
関
で
開
設
し
ま
す
か

（
問
６
で
①
②
③
と
回
答
し
た
方
対
象
）

問7

▼図５　NISAの認知度
内容について詳しく知っている
内容についてある程度知っている

名称は知っているが、内容はあまり知らない
知らない

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼図６　NISAの利用意向
①既に申し込み済み
②必ず利用する

③説明を聞いてメリットがありそうであれば利用する
④手続きが面倒（よくわからない）なので利用しない

⑤そもそも投資商品の購入を検討していないので利用しない

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼図７　NISA口座を開設する金融機関
地方銀行
証券会社

ネット銀行
メガバンク、信託銀行

信用金庫
その他

未定

全体

20代

30代

40代

50代

60代以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

▼図８　NISA口座開設金融機関の決定要因（％）
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手数料等の
コストが低い

インターネット
取引が出来る

既に資産運用を
行っている

申し込むと
特典がもらえる

投資商品の
品揃えが豊富である

担当者の知識が
豊富である

担当者が親切である 自宅の近くに
支店がある

親戚・知人がいる
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が
、平
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26
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よ
り
20
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1
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の
通
常
の
税

率
に
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予
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は
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を
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と
こ
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既
に
申
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「
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利
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る
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り
ま
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に
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、20
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の
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で
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と
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と
が
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来
ま
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▼図６　NISAの利用意向
①既に申し込み済み
②必ず利用する

③説明を聞いてメリットがありそうであれば利用する
④手続きが面倒（よくわからない）なので利用しない

⑤そもそも投資商品の購入を検討していないので利用しない
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▼図７　NISA口座を開設する金融機関
地方銀行
証券会社

ネット銀行
メガバンク、信託銀行

信用金庫
その他
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観
光
し
た
い
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り

の
地
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
中
津
城
」

（
19
·6
％
）が
最
も
多
く
、次
い
で

「
馬
ヶ
岳
城
跡
」（
15
·7
％
）と
な
り

ま
し
た
。黒
田
官
兵
衛
が
九
州
に

移
っ
た
当
初
の
居
城
の
人
気
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、年
代
別
に
見

る
と
、高
い
年
代
の
方
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

観
光
し
た
い
黒
田
官
兵
衛

ゆ
か
り
の
地
は
あ
り
ま
す
か

（
複
数
回
答
）
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し
た
い
黒
田
官
兵
衛

ゆ
か
り
の
地

好
き
な
歴
史
上
の
人
物

　
好
き
な
歴
史
上
の
人
物
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
黒
田
官
兵
衛
」は
0
·4
％

（
２
人
）と
な
り
ま
し
た
。

　
九
州（
特
に
長
崎
）に
ゆ
か
り
が
あ

る「
坂
本
龍
馬
」は
各
年
代
で
人
気
が

高
く
、19
·8
％（
92
人
）で
第
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
上
位
に
は
、

「
織
田
信
長
」や「
西
郷
隆
盛
」等
、過

去
に
大
河
ド
ラ
マ
の
主
役
に
な
っ
た
人

物
が
並
ん
で
い
ま
す
。

 

黒
田
官
兵
衛
も
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人

公
と
な
る
こ
と
で
、今
後
の
人
気
の
高

ま
り
が
期
待
さ
れ
ま
す
。（

森
山 

裕
司
）

　
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵

衛
」を
視
聴
す
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
同
じ
時
間
帯
に
面
白
そ
う
な
番

組
が
な
か
っ
た
ら
視
聴
す
る
」（
26

·9
％
）が
最
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

積
極
的
な
視
聴
意
向
と
し
て
は「
福

岡
が
舞
台
と
な
る
の
で
視
聴
す
る
」

（
20
·0
％
）が
多
く
、地
元
が
舞
台
と

な
る
こ
と
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。ま
た
、年
代
が
上
が
る
に

つ
れ
て
視
聴
す
る
傾
向
が
高
く
、特
に

60
代
以
上
で
は「
大
河
ド
ラ
マ
は
毎

回
視
聴
し
て
い
る
の
で
視
聴
す
る
」

（
30
·5
％
）が
最
も
多
く
な
り
ま
し

た（
図
10
）。

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

「
軍
師
官
兵
衛
」を
視
聴
し
ま
す
か

（
複
数
回
答
）

問10
軍
師
官
兵
衛
の
視
聴
意
向

　
平
成
26
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

で「
軍
師
官
兵
衛
」が
放
映
さ
れ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ

ろ
、お
よ
そ
半
数
の
人
が「
知
っ
て
い

る
」
と
回
答
し
て
い
ま
す（
図
９
‐

１
）。ま
た
、黒
田
官
兵
衛
自
体
を

知
っ
て
い
る
か
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
以

前
か
ら
知
っ
て
い
た
」（
38
·6
％
）、

「
大
河
ド
ラ
マ
に
決
定
し
て
か
ら
知
っ

た
」（
18
·8
％
）を
合
わ
せ
る
と
、６

割
弱
の
人
に
認
知
さ
れ
て
い
る
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た（
図
９‐２
）。

平
成
26
年
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ
で

「
軍
師
官
兵
衛
」が
放
映
さ
れ
る

こ
と
を
ご
存
知
で
す
か

ま
た
、黒
田
官
兵
衛
を
ご
存
知
で

す
か
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N
H
K
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河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵
衛
」、

黒
田
官
兵
衛
の
認
知
度

【
調
査
結
果
の
概
要
】

黒
田
官
兵
衛
に

関
す
る
意
識
調
査

2１
．平
成
26
年
の
N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

で「
軍
師
官
兵
衛
」が
放
映
さ
れ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
50
9̇
％
、

ま
た
、黒
田
官
兵
衛
自
体
を
知
っ
て

い
る
人
は
57
4̇
％
と
な
っ
た
。

２
．「
軍
師
官
兵
衛
」の
積
極
的
な
視
聴

意
向
は「
福
岡
が
舞
台
と
な
る
た

め
」が
最
も
多
か
っ
た
。

３
．観
光
し
た
い
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り

の
地
は
、19
6̇
％
の「
中
津
城
」、

15
7̇
％
の「
馬
ヶ
岳
城
跡
」と
、黒
田

官
兵
衛
が
九
州
に
移
っ
て
き
た
当

初
の
居
城
の
人
気
が
高
い
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

４
．好
き
な
歴
史
上
の
人
物
は
、「
坂
本

龍
馬
」が
19
8̇
％（
92
人
）と
最
も
多

く
、２
位
以
下
に
大
き
く
差
を
つ
け

て
い
る
。そ
の
他
の
上
位
で
は
、戦
国

時
代
や
江
戸
幕
末
か
ら
明
治
維
新
に

活
躍
し
た
人
物
の
人
気
が
高
い
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。

好
き
な
歴
史
上
の
人
物
を

1
人
あ
げ
て
く
だ
さ
い
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